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1． カニタローくんとパパ、夏のひと時をゆったりと過ごしておりまーす。
　
パパ　　「カニタロー、すっかり夏だねぇ～」

カニタロー「うん、日本の夏、キンチョーの夏、そして・・・」

2． カニタロー「ミッションチームの夏なのだ～！」

　　　パパ　　「今年のチームもバラエティ豊かだねぇ。ちょっと心配かなぁ？」
3． カニタロー「大丈夫だよパパ、だってノブ先生がいるもんっ！」
　　　パパ　　「それが一番心配なんだよぉ」

4． 　パパ　「それはともかく、カニタロー知ってるかい、日本には今まで大勢の宣教師

　　　　(Missionary)が行って、イエス様のことを宣べ伝えてくれたんだよ。」

カニタロー「そうなんだね、パパ。じゃあパパ、宣教師のお話を聞かせてよ。」

5． パパ「それじゃ今日は、ジェイコブ･デシーザー(Jacob DeShazer)先生のお話を聞かせてあげよう。
　　　　デシーザー先生は、イエス様のことを日本に伝えてくださった宣教師だ。日本とアメリカが戦争をしていた時代があったけど、その戦争が終わった時に日本に来て、悲しんでいる日本の人たち、すっかり落ち込んでしまった日本の人たちに、イエス様にある喜びと愛を伝えてくださったんだ。」
6． 「でもデシーザー先生は本当は宣教師なんかじゃなかった。アメリカの兵隊、しかも日本を爆撃する飛行機に乗っていたんだ。
　　　日本が最初にハワイのパールハーバーを攻撃したっていうのは知ってるかい？　そのニュースはアメリカ中をかけめぐって、多くのアメリカ人は日本を憎んだんだ。その中の一人がデシーザーさんだった。彼はアメリカを攻撃した日本を憎み、日本をやっつけてやろうと思って戦闘機に乗り込み、日本を爆撃したんだよ。

　　　ところがデシーザーさんが乗っていた飛行機が墜落して、日本の捕虜になってしまったんだ。　　でもデシーザーさんはそこで聖書を読み、クリスチャンになって、やがてあれほど憎んでいた日本にイエス様のことを伝えたいと思うようになったんだよ。」

7． 「こうして宣教師になって日本に再びやってきたデシーザー先生。その先生の活動によって、多くの日本人が救われたんだ。その一人が、この淵田美津雄(Mitsuo Fuchida)さん。なんとこの淵田さんは、あのパールハーバーを戦闘機に乗って攻撃したその人だったんだ！でもこの人が、デシーザー先生が宣教師として日本に来たことによって、見事に救われたんだよ。

　　　そして淵田さん自身が今度はイエス様を伝える人となって、アメリカにも行ったりしたんだよ。すごいことだよな。」

8． 　パパ「この二人はね、生涯かたい友情で結ばれあっていたそうだよ。イエス様の愛によって

赦されて、お互いに許しあい、愛し合うって、本当にすばらしいことだよね。」
カニタロー「本当だね、パパ。イエス様の愛って、本当にすばらしいね！」

9． みんながデシーザー先生のようにはなれないかも知れません。ミッションチームのように日本へ、外国へ行くことも出来ないかも知れません。でも、あなたに出来るイエス様のお仕事がありますよ。

　　あなたのために十字架で死んで、復活し、今も生きておられるお方のために、私たちは何をすることができるでしょうか？
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